



tema de nuestro tiempo）』への付録（2）を取り上げ，その内容把握及び付録とし
ての意義を筆者なりに確認したいと思う。
　これまで，つまり『覚え書き』（5）で当該付録数を三点と推断し，しか
も紙幅や時間を勘案して，それらのうちから『革命の終焉（El ocaso de las 
revoluciones）』（以後，第一付録と略記する）及び『幻滅した精神に関するエ







Ⅱ  『アインシュタインの理論の歴史的意義（El sentido historico de  
  la teoria de Einstein）』の内容鳥瞰
　1.　絶対主義（Absolutismo）
　2.　遠近法主義（Perspectivism）
　3.　 反ユートピア主義或いは反合理主義（Antiutopismo o 
antirracionalismo）
　4.　有限主義（Finitismo）
Ⅲ  『アインシュタインの理論の歴史的意義（El sentido historico de  
  la teoria de Einstein）』の内容整理
Ⅳ   エピローグ










務とする現状（第 1 項目 , 第 5 項目）（6），2. 先行世代から相続した思想体系が
当世代の固有の自発性と一致しなくなった原理を修正して自己内奥の感性との
一致をもたらす（descendiésemos al propio corazón）という努力を怠っており，
結果的に，何事にも怠惰で無感覚な雰囲気が政治や芸術の分野に充満している
社会情勢（第 2 項目），3. ヨーロッパ人が「文化の没落（fracaso de la cultura）」
と呼ぶ如き精神状態，言い換えれば，自分自身に忠実であれという義務を果た
さず，現実的生の同意もなしに形式的空想に走る文化のユートピアニズムとい








という自覚（第 1 項目 , 第 2 項目），2. 自己の心情の中へ沈潜し，その内部の
種子（germenes interiores）を発芽成長させ，それ自身の自発性（espontaneidad）
の型に応じて周囲の存在に形づくれという，孰の世代にも予め定められている
歴史的命法の遂行（第 2 項目 , 第 5 項目）（7），3. 「主観的効用の側面＝生々しい
歴史的現実」と「生の有為転変（las vicissitudes）に無関係な客観的法則＝超
生命的な純粋理性」という人間の内部に起こった分裂（第 4 項目 , 第 5 項目），






第 4 項目，第 6 項目～第 8 項目），生の自発性を再発見している現世代にとっ
ては，生の意義を生そのものから考察するという思惟方法の採用（第 4 項目，





















直近世代についての新たな展望を提示して，本体『現代の課題（El tema de 
nuestro tiempo）』という建造物に漆喰で補強する如き論説を展開しているもの











る（16）。斯くして付録二点は，『革命の終焉（El ocaso de las revoluciones）』及び






的意義（El sentido  historico de la teoria de Einstein）』（以後，第三附録と略記
する）である。この付録は，構造的に見て，タイトルのない 12 文節の構造を
持つ 4 つの段落（183-184）と，1. 「絶対主義（absolutismo）」（184-187），2. 「遠
近法主義（Perspectivismo）」（187-191），3. 「反ユートピア主義或いは反合理主
義（Antiutopismo ｏ antirracionalismo）」（191-196），4. 「有限主義（Finitismo）」






en un espíritu, en una conciencia）の中に生れる諸思想の集大成（un cuerpo de 
pensamientos）に他ならないと断じて，これから本作品で取り組む理論乃至主

















Ⅱ  『アインシュタインの理論の歴史的意義（El sentido historico de 

















































ンのである）は相対的なのでなく相対論的なのである（Su física no es relativa, 






ものである（nuestro conocimiento es absoluto; la realidad es la relativa）（2）。それ故，
その新しい理論の真の特徴（facciónes）の一つとして，認識の秩序（ordenes）
におけるその絶対主義的傾向，つまり観察場所が何処であれ，物理学的諸法則
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てきたことを暴露しようと試みたものである。また，G. F. B. リーマン（Georg 




















は当然である（Espacio y tiempo son los ingredientes objetivos de la perspectiva 
física, y es natural que varíen según el punto de vista.）といってもよい（7）。
　ところで，オルテガは，こうした視点を踏まえた上で，パースペクティヴに
ついての概念を整理している。即ち，彼でいうパースペクティヴとは，実在
を観察する人に対して実在がとる秩序であり形式である（La perspectiva es el 
orden y forma que la realidad toma para el que la contempla.）。観察者の占める場
所が変わればパースペクティヴもまた変わる。しかし観察者が同じ場所で他の
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も説かれてきた，永遠の相の下での事物の直観（visión de las cosas sub specie 
aeternitatis）というような，永遠性に立脚する視点は，盲目である（el punto 






















































実際その鋭いジレンマにおいて，H. A. ローレンツ（Hendrik Antoon Lorentz, 
1852-1928）とアインシュタインは同じ実験に臨みながら，相反する解答を導
























































































即ち有限の世界は，手の下しようのない，宇宙の一つの切り株（un muñón de 
universo.）なのである（18）。
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Ⅲ  『アインシュタインの理論の歴史的意義（El sentido historico de 


















内部言い換えれば唯ひたすら a priori な純粋理性を拠り所にするという柔軟性
を欠いた頑ななヨーロッパ精神へポレミックを放ってのことである。当然この
姿勢は，本体『現代の課題（Eltema de nuestro tiempo）』へ附した『付録』と
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『ガリレオをめぐって（En Torno a Galileo）』からも察し得るように（9），ガリレ
イ（ニュートンも含め）が為した自然の数学的理念化言い換えれば空間時間的
諸形態一般の純粋数学化に他ならない「純粋幾何学化（reine Geometrie）」を
原因として発生した a priori な理念と経験との交替が西欧文明の危機の源泉で



















　ところで，オルテガはこの論理展開の流れに沿って，G. F. B. リーマン長
距離幾何学と「永遠の相の下で（sub specie aeternitatis）」の思惟方法を採
りあげている。即ち，G. F. B. リーマン長距離幾何学による「ユークリッド
幾何学＝オルテガでいう地方的幾何学（geometría de lo próximo）」（14）の克
服，言い換えればユークリッド空間を一つの空間に過ぎないものと捉える G. 
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F. B. リーマン幾何学的な n 次元超空間という開かれた多様体（Riemannschen 
Mannigfaltigkeiten）（15）を 重 視 し， ま た「 実 体（substantia） の 顕 現 ＝ 個 物 た
る様態（modi）」という視座で構築したスピノザ思惟方法を彷彿させる如き



















































き『現代の課題（El tema de nuestro tiempo）』（1923）への付録を採り上げ，そ
の内容鳥瞰を目的としたものである。作業工程としては，先ず，本体である『現
代の課題』の内容を再確認する為，そこでの主要課題即ちスペインに蔓延る社






























（Meditaciones del Quijote）』や『現代の課題（El tema de nuestro tiempo）』に








を救わないことになる（yo soy yo y mi circunstancia, y si no la salvo a ella no me 
salvo yo.）」（3）或いは「人間は自分を取り巻く環境についての十分な認識を得た
とき，その能力の最大限を発揮する。それらの環境を通して，世界と交わるの
である（El hombre rinde el maximum de su capacidad cuando adquiere la la plena 




Colección 版; Ortega y Gasset, Obras de José Ortega y Gasset, Colección editata 
por Paulino Garagorri, Revista de Occidente, en Alianza Editorial, 2003. O. C. 版; 
José Ortega y Gasset, Obras Completas, Alianza Editorial, Revista de Occidente, 
Madrid, 1983. Tomo Ⅲ. Taurus版; José Ortega y Gasset, Obras Completas, Tomo Ⅲ, 
Santllana Editiones Generales, S. L. y Fundación José Ortega y Gasset, Juan Pablo 
Fusi Aizpurúa, Taurus, 2005. 白水社版；『オルテガ著作集』Ⅰ，白水社 1977 年。
を用いたが，主要文献とした Colección 版（16）のページ数だけを提示する。
Ⅰ プロローグ
（ 1 ）　 拙著「オルテガ研究の覚え書き」（5），『政治研究』第 5 号，国士舘大学政経学部
附属政治研究所，平成 26 年（以後，本文並びに注記では，『覚え書き』（5）と略
記する）なお，拙著「オルテガ研究の覚え書き」は，他に第 1 号（平成 22 年），
第 2 号（平成 23 年），第 3 号（平成 24 年），第 4 号（平成 25 年）があり，同様
の様式で記載する。
（ 2 ）　 無論，『現代の課題（El tema de nuestro tiempo）』には，版によっては異なるタ








（ 3 ）　 即ち，この作品は，「前書き」73 と 1. 世代の概念（La idea de las generaciones）
75-81，2. 未来の予見（La prevision del futuro）82-89，3. 相対主義と理性主義
（Relativismo y racionalismo）90-97，4. 文化と生（Cultura y vida）98-105，5. 二重
の命法（El doble imperativr）106-111，6. 二つのアイロニー或いはソクラテスと
ドン・ファン（Las dos ironias, o Socrates y Don Juan）112-118，7. 生の評価（Las 
valoraciones de la vida）119-128，8. 生の価値（Valores vitales）129-136，9. 新しい
兆候（Nuevos síntomas）137-143，10. 視点の理説（La doctrina del punto de vista）
144-152 等のタイトルで成る 10 項目とで構成されている。なお，項目に当てた日
本語は白水社版に倣った。また，各項目に付した数字は Colección 16 のページ数
である。
（ 4 ）　 つまり，「使命」乃至「召明」，「否定」乃至「排除」，「パースペクティヴ」といっ
た特別な語彙を ”palabra clave” として論述を展開した場合と異なった形式におい
てである。
（ 5 ）　 世代とは，大衆と個人との動態的な妥協体であり，歴史が展開する蝶番である（La 
generacíon es compromiso dinámico entre masa e individuo）。Colección 16, p.79（な
お，”es” を解釈上筆者が挿入した）.『覚え書き』（4），143 ページ。
（ 6 ）　 （　）で示した項目及びその番号は，『現代の課題（El tema de nuestro tiempo）』
を構成している章である。
（ 7 ）　 この見解は，孰の生乃至歴史も予め定められた軌道を持つ事実の総体である
といオルテガ独特の視点に裏打ちされている。El tema de nuestro tiempo, 2. La 
















（ 8 ）　 オルテガは，今日始まりつつある時代の感性こそは，精神的機能或いは文化的機
能が同時に生的機能であることを肝に銘じて，どちらの陣営にも拘泥することな
く，このジレンマを回避するという方向を目指しているところにその特徴がある
とみている（第 3 項目～第 6 項目），『覚え書き』（4），145-153 ページ。Colección 
16, pp.90-118.
（ 9 ）　 Colección 16. El tema de nuestro riempo, 2. La prevision del future. p.84.『覚え書き』
（4），144 ページ。







（12）　 『覚え書 き 』（5）， 第 1 作業工 程（156-159 ページ。Colección 16, 153-160.），第 2
作業工程（159-164 ページ。Colección 16, 160-171.），第 3 作業工程（164-165 ページ。
Colección 16, 171-177.），第 4 作業工程（165-167 ページ。Colección 16, 177-180.）。
作業工程ごとの整理は筆者によるもので，原文にはない。
（13）　 『覚え書き』（5），167-169 ページ。Colección 16, pp.180-182.
（14）　 『覚え書き』（5），157-163, 173 ページ。Colección 16, pp.160-171. なお，ここでは特
に，個人主義的精神態度，ガリレオやデカルトの力学を念頭に置いている。
（15）　 『覚え書き』（5），165-169 ページ。Colección 16, pp.177-182.










（19）　 各項目の日本語訳は白水社版に倣った。項目につけた数字はColección 版 16. のペー
ジ数である。
（20）　 Colección 16, p.183.
（21）　 Colección 16, pp.183-184.
（22）　 Colección 16, p.184.
（23）　 Colección 16, p.184.
Ⅱ  『アインシュタインの理論の歴史的意義（El sentido historico de la teoria 
de Einstein）』の内容鳥瞰
1. 絶対主義（Absolutismo）
（ 1 ）　 例えば，”las fuerzas centrifugas” にである。Colección 16, p.185.
（ 2 ）　 オルテガは，新しい力学を古い哲学的相対主義の子孫とみることは不条理である
とみる。Colección 16, p.185.
（ 3 ）　 ここで，オルテガは ”….según ella （la ley de inercia）, un cuerpo libre de todo influjo, 
si se mueve, se moverá indefinidamente en sentido rectilíneo y uniforme. Por qeu tal 
afirmacion? Sencillamente porque el espacio tiene una estructura rectilinea, euclidiana, 
y en consecuencia, todo movimiento espontaneo que no está desviado por alguna 
fuerza se acomodara a la ley del espacio. （Colección 16, pp.186-187.）” という説明を
加えている。また ”Pero esta índole euclidiana del espacio, ¿Quien la garantiza? ¿La 
experiencia? En modo alguno;la pura razon es la que, previamente a toda experiencia, 
resuelve sobre la absoluta necesidad de que el espacio en que se mueven los cuerpos 
fisicos sea euclidiano. El hombre no puede ver sino en el espacio euclidiano. （Colección 
16, p.187.）” と自問自答している。
2. 遠近法主義（ Perspectivism）
（ 4 ）　 即 ち，”Sin una sola excepción ― que yo sepa ― , cuanto se ha escrito sobre ella 
interpreta el gran descbrimiento como un paso más en el camino del subjetivismo. En 
todas las lenguas y en todos los giros se ha repetido que Einstein viene a confirmer 
la doctrina kantiana, por lo menos en un punto: la subjetividad de espacio y tiempo. 
Me importa declarer taxativamente que esta creencia la más cabal incomprensión del 
sentido…” と不満をもらしているのである。Colección 16, p.189.
（ 5 ）　 例えば，1914 年の『ドン・キホーテに関する省察（Meditaciones del Quijote）』の
なかで，適宜，オルテガの論述する教説は科学的確信に満ちたものであるが，脚





ついては，『覚え書き』（1） pp.169, 174, 178., （2） pp.210-213., （3） p.196. を参照せよ。
（ 6 ）　 ここでの難解な原文を示すと，オルテガは，”La geometría euclidiana, que solo es 
aplicable a lo cercano, era proyectada sobre el universo. Hoy se empieza en Alemania a 
llamar al sistema de Euclides 《geometría de lo próximo》, en oposición a otros cuerpos 





松野　武，山崎　昇訳，東京図書，1975 年，24-46, 109-136, 138-144, 154 ページ（原
点を手にできず，訳本を使用する）。
（ 7 ）　 ”….exponía yo brevemente esta doctrina perspectivista, dándole una amplitude que 
trasciende de la física y abarca toda realidad.” という一節を加えて，パースペクティ
ヴについては，既に，『傍観者，第 1』（1916）の最初のところで簡単に触れている
ことを明らかにしている〔Véase《Verdad y perspectiva》, en El Espectador, tomo Ⅰ.〕。 
なお，ここに ”La primera publicación de Einstein sobre su reciente descubrimiento, 
Die Grundlagen der allgemeinen Relativitätstherie, se publico dentro de ese ano.” と
いう注をも加えて，1916 年にアインシュタインによる一般相対性理論に関する作
品（初版）が発刊されたことを強調している。〔Nota de la tercera edicion.〕（Colección 
16, p.189.）。
（ 8 ）　 この点を更に明瞭且つ具体的に示す為に，単独に静止している玉突き台の玉と他
の玉がそれに衝突する場合を想定し，前者つまり玉突き台の玉に弾性が存在する
ことを例示して，”La elasticidad es una cualidad de la bola primera, no menos que su 
color y su forma; pero es una cualidad reactiva o de respuesta a la acción de otro objeto. 
Asi, en el hombre lo que solemos llamar su carácter es su manera de reaccionar ante lo 
exterior – cosas, personas, sucesos.” と断じている（Colección 16, p.190）。
3. 反ユートピア主義或いは反合理主義（Antiutopismo o antirracionalism）
（ 9 ）　 オルテガは ”….el hombre de Oriente ha encontrado fórmulas de más perfecto ajuste 
con la realidad. 3En cambio, el europeo ha sido frívolo en la apreciación de los factores 
elementales de la vida se ha fraguado de ellos interpretaciones caprichosas que es 
forzoso periódicamente sustituir.“ と捕らえているのである（Colección 16, p.192）。
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（10）　 この後， 段 落 を か え て，“No se comprende que la ciencia, cuyo único placer es 
conseguir una imagen certera de las cosas, pueda alimentarse de ilusiones.” といった
見解を述べ，且つオルテガの思想形成に大きな影響を受けた事例として，諸向
性（los tropismos）についての生理学者ロエブの講義に関する読解を例示してい
る。即ち “…!De modo-pensaba yo- （だから私は考えてみた） que un concepto como 
el tropismo, capaz apenas de penetrar el secreto de fenómenos tan sencillos como 
los broncos de los infusorios, puede bastar en un vago future para explicar cosa tan 
mistriosa y compleja como sos actos éticos del hombre! …” と述べているのである
（Colección 16, p.193）。
（11）　 ここでマ イ ケ ル ソ ン の 実 験 に つ い て 触 れ，”Sabido es que el experimento de 
Michelson tiene el rango de una expereincia crucial: en el se pone entre la espada y 
la pared al pensamiento del físico. La ley geométrica que proclama la homogeneidad 
inalterable del espacio, cualesquiera sean los procesos que en él se producen, entra 
en conflicto riguroso con la observación, con el hecho, con la material. Una de dos: 
o la material cede a la geometría, o ésta a aquélla.” と 述 べ て い る（Colección 16, 
pp.194-195）。
（12）　 オルテガ は こ こ で，”Es el Juramento del Juego de Pelota transportado a la física. 
（Colección 16, p.195.）” と述べている。この点については『覚え書き』（4），Ⅱ『現
代の課題（El tema nuestro tiempo）』の内容鳥瞰，注（36），173 ページを参照せよ。
4. 有限主義（Finitismo）
（13）　 ブローエル （L. E. J. Brouwer） やヴァイル （H. K. H. Weyl） の数学も然りである。
Colección 16, p.196
（14）　 オルテガ は こ こ に，”Por todas partes, en el sistema de Einstein, se persigue al 
infinito. Así, por ejemplo. Queda suprimida la posibilidad de velocidades infinitas.” とい
う注を付して，アインシュタインが採る無限性への攻撃を補っている（Colección 
16, p.196）。
（15）　 つ ま り， オ ル テ ガ に 従 え ば，”Es preciso entender la génesis de nuestros 
pensamientos con toda su duplicada. No se descubren más verdades que las que de 
antemano se buscan. Las demás, por muy evidentes que sean, encuentran ciego al 
espíritu.” というのである（Colección 16, p.197）。
（16）　 ここでは，G.ブルーノ（Giordano Bruno）を念頭においている（Colección 16, p.197）。
この点については，別の機会に詳述する予定である。
（17）　 この訳は，白水社版に倣った（321 ページ）。
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（18）　 ここに ”Otros dos puntos fuera necesario tocar para que las líneas generals de la mente 
que ha creado la teoría de la relatividad quedasen completas. Uno de ellos es el cuidado 
con que se subrayan las discontinuidades en lo real, frente al prurito de lo continuo 
que domina el pensamiento de los últimos siglos. Este discontinuismo triunfa a la par 
en biología y en historia. El otro punto, tal vez el más grave de todos, es la tendencia 
a suprimir la causalidad, que opera en forma latent dentro de la teoría de Einstein. 
La física, que comienza por ser mecánica y luego fue dinámica, tiende en Einstein a 
convertirse en mera cinematic. Sobre ambos puntos solo puede hablarse recurriendo a 
difíciles cuestiones técnicas, que en el texto he procurado eliminar.” という長い注を
記している（Colección 16, p.198）。
Ⅲ  『アインシュタインの理論の歴史的意義（El sentido historico de la teoria 
de Einstein）』の内容整理
（ 1 ）　 本稿「Ⅰ プロローグ」2 ページ。
（ 2 ）　 本稿「Ⅰ プロローグ」2-3 ページ。
（ 3 ）　 Recherche de la Vérité, p.523. Meditationes de Prima Philosophia, Ⅱ. pp.26-27. 
Responsio ad secundas Objectiones, p.140. Discours de la Méthode, pp.32-33.
（ 4 ）　 Gottfried Wilhelm Leibniz, Sämtliche Schrif ten und Briefe, Sechste Reihe 
Phikosophische Schriften Sechster Band Nouveaux Essais, Herausgegeben von 
der Leibniz-Forschungsstelle der Universität Münster. Bearbeiter: André Robinet, 
Heinrich Schepers. Berlin. 1962, Epistemologia, S.5-7 （IL.Northwestern University 
Library 所収）. Bertrand Russell, History of Western Philosophy, Routledge Classics, 
London, 2010, p.637. 尚，ライプニッツはこの見解を示す上で，J. Lock, An Essay 
concerning Human Understanting （1690） に対する批判の立場で ”Epistomologia” を
表しているが，ここでの論考過程上，この点については詳述しないことにする。
（ 5 ）　 Immanuel Kant, Kritik der Reinen Vernunft, suhrkamp, 1968, S.71-96.
（ 6 ）　 Bertrand Russell, op. cit., p.646.















伊藤俊太郎『ガリレオ』，人類の知的遺産，講談社，昭和 59 年，317-321 ページ（以
後，伊藤『ガリレオ』と略記する）。
（ 8 ）　 豊田利幸編，『ガリレオ』，世界の名著，中央公論社，昭和 48 年，77-118 ページ。
Galileo Galilei, Dialogo sui Massimi sistemi tolemaico e Copernicano, Milano, 1935, 
pp.20, 73-74, 122-123, 135-138 （IL. Northwestern University Library 所 収 ）. Isaac 
Newton, The Principia, tran. by Andrew Motte, Prometheus Books, 1995, pp.12-14. 
Bertrand Russell, op. cit., p.496. Max Born, Die Relativitätstheorie Einsteins, Springer, 
2003. S.24-25, 30, 45-49, 57-60. （ 以 後，Max Born と 略 記 す る ）。Albert Einstein, 





対性原理」である …. という行を見いだすし（118 ページ），また Max Bron の
Die Relativitätstheorie Einsteins には，運動法を因果的に把握する力学の法則は，
ニュートンの絶対空間の中を一様な直線運動をしている天体の総ての座標系に
ついて当てはまる（S.9, 66-68）という箇所が在ることを指摘しておく。
（ 9 ）　 En Torno a Galileo については Coleccion 版を手にできず，Taurus 版を用いた（以
後，Taurus Ⅵと略記する）。講演録のうち第五講から第八講までを，『危機の図
式（Esquem de las crisis）』というタイトルで 1942 年に別に出版した（Taurus, Ⅵ, 
p.369.）。
（10）　 （　）は 筆 者 挿 入。Edmund Husserl, Die Krisis der europäischen Wissenschaften 
und die trnszendentale Phänomenologie, Martinus Nijhoff, Haag, 1954, S.20-32.
（11）　 伊藤『ガリレオ』，5 ページ。
（12）　 Taurs Ⅵ, pp.371-372. 伊藤『ガリレオ』，3-7 ページ。
（13）　 Wolfgang Pauli, Theory of Relativity, Trans. by G. Field, Dover Publcations, New York, 
1958. 訳 19, 189-197（以後，W. Pauli と略記する）。Max Born, S.72-195.
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（14）　 地方的という概念については，本稿Ⅱ，第 2 項目，2. 「遠近法主義（Perspectivism）」
を参照政よ。
（15）　 前掲．リワノワ，『リーマンとアインシュタインの世界』，11，33-37 ページ。Box 
Born, S.238, 287. W. Pauli, 83-96.
（16）　 拙著『スピノザ思想の原画分析』第四版，政光プリプラン，2008 年，121，
150，188，196，217 ペ ー ジ。C. Gebhardt, Tractatus de Intellectus Emendatione, 
Heidelberg, 1972, p.39. Ethica, Ⅰ. def.5, 6., prop.7, 8, 14-16, 18, 19, 24, 25., Ⅱ. prop.45.




（19）　 ガウスが証明したように曲率の大きさは g11，g12，g22 によって表すことができる。
Einstein, Relativity, pp.73-76. Max Born, S.276-281. W. Pauli, pp.41-48. 矢野健太郎『ア
インシュタイン』，人類の知的遺産，講談社，昭和 53 年，93-94 ページ。
Ⅳ  エピローグ
（ 1 ）　 例えば，『覚え書き』（1）170 ページ，（2）195 ページ，（3）194 ページでとった態
度である。
（ 2 ）　 例えば，『覚え書き』（1）180 ページ，（2）209 ページ，（3）176 ページ，181，196 ペー
ジ，（4）167 ページ，（5）176 ページを参照せよ。
（ 3 ）　 Colección 17, p.25.
（ 4 ）　 Colección 17, p.21.
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